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も
掲
載
し
た
い
。」

　

南
牧
村
長
か
ら
は
、「
カ
ラ
マ
ツ
は
、
新
緑

も
美
し
く
、
す
ば
ら
し
い
パ
ネ
ル
を
い
た
だ
い

た
。
早
速
、
村
民
に
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う
飾

り
た
い
。」
と
各
町
村
長
に
は
パ
ネ
ル
の
贈
呈

を
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

［
木
曽
署
］
十
月
六
日
「
王
滝
森
林
鉄
道
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
」
が
王
滝
村
の
松
原
ス

ポ
ー
ツ
公
園
で
開
催
さ
れ
、
澄
み
切
っ
た
秋
晴

れ
の
中
、
鉄
道
フ
ァ
ン
や
家
族
連
れ
が
訪
れ
、

復
元
さ
れ
た
林
鉄
を
撮
影
し
た
り
、
客
車
に
乗

り
小
さ
な
旅
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
三
十
八
年
前
に

廃
止
さ
れ
た
森
林
鉄
道
の
歴
史
を
伝
え
よ
う

と
、
村
内
外
の
有
志
に
よ
る
「
王
滝
森
林
鉄
道

の
会
」
が
主
催
し
た
も
の
で
、
当
公
園
内
に
約

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
線
路
を
整
備
し
、
平
成

十
七
年
に
初
め
て
開
催
、
今
回
が
四
回
目
と
な

り
ま
す
。

　

今
回
も
「
運
材
列
車
」
に
は
、
国
有
林
か
ら

切
り
出
さ
れ
た
樹
齢
三
百
年
の
木
曽
ヒ
ノ
キ

十
六
本
を
二
台
の
台
車
に
満
載
し
、
汽
笛
を
響

か
せ
な
が
ら
走
る
と
、
線
路
沿
い
に
陣
取
っ
た

林
鉄
フ
ァ
ン
が
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　

運
材
列
車
と
並
行
し
、
客
車
や
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の

体
験
乗
車
の
他
モ
ー
タ
ー
カ
ー
や
タ
ン
ク
車
も

運
行
さ
れ
、
整
理
券
を
求
め
る
人
が
朝
か
ら
列

を
作
り
、
最
終
便
が
運
行
さ
れ
た
午
後
三
時
ま

で
に
約
千
人
の
入
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
会
場
で
は
、
地
元
の
農
産
物
や
焼
き
そ
ば

な
ど
の
出
店
も
あ
る
中
、
森
林
管
理
署
コ
ー

ナ
ー
で
は
中
部
局
で
所
有
す
る
「
森
林
鉄
道
」

や
「
木
曽
式
運
材
」
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
王
滝
国
有

林
に
所
在
す
る
東
俣
風
致
探
勝
林
の
ハ
イ
キ
ン

グ
が
行
わ
れ
、
色
づ
き
始
め
た
紅
葉
の
中
で
の

森
林
浴
は
好
評
で
し
た
。

　

次
回
は
二
年
後
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
国

有
林
で
活
躍
し
て
い
た
森
林
鉄
道
が
、
地
元
の

暮
ら
し
に
も
華
々
し
く
貢
献
し
て
い
た
歴
史
の

中
で
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
今
後
と

も
連
携
し
て
取
り
組
み
、
地
域
と
の
絆
を
大
切

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
暑
か
っ
た
夏
も
十
月
に
な

れ
ば
…
と
思
い
き
や
、「
藤
前
干
潟
ふ
れ
あ
い

デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
十
月
五
日
は
、
天
候
も

良
く
十
月
と
は
思
え
な
い
暑
い
陽
気
と
な
り
ま

し
た
。

客車への体験乗車

運材の実演

マイ箸づくりの様子

王
滝
森
林
鉄
道

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３

�

～
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
載
せ
て
走
る
～

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

新井小海町長へパネルを贈呈菊池南牧村長へパネルを贈呈
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こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
庄
内
川
等
の
河
口
に
広

が
る
藤
前
干
潟
が
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に

登
録
さ
れ
て
以
降
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
十
年
目
を
迎
え
、
会
場
に
は
三
千
九
百

人
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
や
環
境
省
か
ら
な
る
実
行
委
員
会

形
式
で
運
営
さ
れ
る
中
、
中
部
森
林
管
理
局
か

ら
は
「
僕
の
私
の
マ
イ
箸
を
作
る
の
だ
！
」
と

題
し
、
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
を
カ
ン
ナ
で
削
っ
て

箸
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
。
カ
ン
ナ

を
上
手
に
扱
う
子
も
、
な
か
な
か
上
手
く
削
れ

な
い
子
も
、
完
成
し
た
マ
イ
箸
の
ヒ
ノ
キ
の
香

り
を
楽
し
み
、
大
事
そ
う
に
笑
顔
で
持
ち
帰
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
十
三
日
は
名
古
屋
事
務
所
の
お

膝
元
、「
熱
田
区
の
区
民
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
と
な
っ
た

白
鳥
公
園
に
は
一
万
九
千
人
の
区
民
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
「
サ
ク
ラ
の
枝
を

使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
」
の
コ
ー
ナ
ー
を

開
設
、
所
長
以
下
名
古
屋
事
務
所
の
職
員
が
対

応
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
こ
の
取
組

は
、
木
材
利
用
の 

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
取
組
で
も

あ
り
、
今
後
も
し
っ
か
り
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

 
［
岐
阜
署
］
十
月
二
十
日
、
岐
阜
県
下
呂
市
御

厩
野
（
民
地
）
に
お
い
て
、
木
造
三
階
建
校
舎

実
大
火
災
実
験
（
建
築
面
積
三
百
十
平
方
メ
ー

ト
ル
・
延
べ
面
積
八
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
実
験
の
趣
旨
は
、
建
築
基
準
法
で
三
階
建

て
の
学
校
に
つ
い
て
は
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
公
共
建

築
物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
に
お
い
て
、
建
築
物
に
お
け
る
建
築
材

料
と
し
て
の
木
材
利
用
を
促
進
す
る
観
点
か

ら
、
建
築
基
準
の
規
制
に
つ
い
て
、
必
要
な
研

究
の
上
で
見
直
し
を
一
層
推
進
す
る
よ
う
規
定

さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
仕
様
等
を
満
た
し
た
場

合
は
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
実
際
の
建
物
で
火
災
実
験
を
行
い
検

証
す
る
も
の
で
す
。

　

国
土
交
通
省
が
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
実
験

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
が
三
回
目
の
実
験
と
な

り
、
一
階
の
職
員
室
か
ら
出
火
し
た
設
定
で
、

午
前
八
時
に
点
火
し
て
二
時
間
四
十
分
で
実
験

終
了
と
な
り
消
火
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
国
交
省
関
係
者
を
始
め
、
文
科
省
、

地
元
自
治
体
等
も
視
察
に
訪
れ
、
林
野
庁
及
び

中
部
局
か
ら
も
局
長
、
岐
阜
署
長
、
飛
騨
署
長

等
が
視
察
し
ま
し
た
。

　

実
験
結
果
の
責
任
者
か
ら
は
、「
一
連
の
実

験
で
期
待
し
た
成
果
は
得
ら
れ
、
防
火
に
大
き

な
問
題
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。」
と
の
講

評
が
あ
り
、
建
築
基
準
法
の
見
直
し
に
よ
り
、

木
材
の
利
用
促
進
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

 ［
東
濃
署
　
岩
村
森
林
事
務
所
］

�

佐
野
　
鉄
夫
　
首
席
森
林
官

　

岩
村
森
林
事
務
所
は
岐
阜
県
恵
那
市
の
南
東

に
位
置
す
る
岩
村
町
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

当
森
林
事
務
所
が
管
轄
す
る
国
有
林
野
は
、

国
有
林
五
団
地
（
上
村
恵
那　

約
四
千
百
八
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
岩
村　

約
三
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
明
智　

約
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
串
原　

約

二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
小
里　

約
二
百
三
十
ヘ
ク

木
造
校
舎

�

実
大
火
災
実
験
が
行
わ
れ
る

ストラップづくりの様子

実験前の木造校舎実験中の木造校舎

上村恵那国有林を望む

シ
リ
ー
ズ
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タ
ー
ル
）
約
五
千
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
公
有
林

野
等
官
行
造
林
地
十
二
団
地
（
上
矢
作
町
一
団

地
、
瑞
浪
市
二
団
地
、
土
岐
市
三
団
地
、
多
治

見
市
一
団
地
、
御
嵩
町
五
団
地
）
約
四
百
二
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

管
内
に
は
、
史
跡
指
定
さ
れ
て
い
る
岩
村
城

跡
・
小
里
城
跡
の
ほ
か
ア
ラ
イ
ダ
シ
自
然
観
察

教
育
林
等
が
あ
り
、
地
域
に
密
接
し
た
国
有
林

管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
女
城
主
の
城
」
と
し
て
知
ら
れ
る
岩
村
城

は
、
岩
村
国
有
林
内
に
あ
り
、
現
在
は
石
垣
が

残
る
だ
け
で
す
が
戦
国
の
山
城
遺
構
が
良
く

残
っ
て
お
り
、
奈
良
県
の
高
取
城
、
岡
山
県
の

松
山
城
と
と
も
に
日
本
三
大
山
城
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
、
日
本
百
名
城
に
も
選
定
さ
れ
た
名
城

で
す
。
当
署
で
は
、
恵
那
市
と
「
い
わ
む
ら
郷

土
の
森
」
の
協
定
を
結
び
、
城
址
を
取
り
巻
く

貴
重
な
天
然
林
を
守
り
な
が
ら
環
境
教
育
や
歴

史
散
策
等
の
場
と
し
て
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
里
城
跡
は
、
小
里
国
有
林
内
に
本

丸
跡
が
あ
り
、
今
年
新
た
に
、
居
館
の
あ
っ
た

御
殿
場
跡
や
尾
根
上
の
東
砦
跡
の
民
有
地
を
含

め
県
の
史
跡
指
定
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
岩

村
城
跡
・
小
里
城
跡
と
も
歴
史
ブ
ー
ム
の
な

か
、
観
光
客
も
多
く
訪
れ
て
お
り
、
地
域
か
ら

も
観
光
資
源
と
し
て
注
目
さ
れ
る
な
か
で
国
有

林
と
地
域
と
の
連
携
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ア
ラ
イ
ダ
シ
自
然
観
察
教
育
林
は
、
上
村
恵

那
国
有
林
内
に
あ
り
、
約
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ

た
っ
て
モ
ミ
、
ツ
ガ
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の

天
然
木
が
多
種
多
様
に
広
が
り
、
美
し
い
森
林

景
観
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
と
し
て
遊
歩
道
が
整
備
さ

れ
、
地
元
町
づ
く
り
委
員
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に

よ
る
自
然
観
察
会
も
定
期
的
に
開
催
を
さ
れ
る

な
ど
、
多
く
の
森
林
愛
好
者
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
事
務
所
の
職
員
は
、
森
林
官
一
名
、
一
般

職
員
一
名
、
森
林
技
術
員
二
名
、
非
常
勤
職
員

一
名
の
五
名
で
、
生
産
請
負
や
造
林
事
業
な
ど

事
業
実
行
の
ほ
か
、
こ
の
時
期
の
主
な
業
務
と

し
て
は
、
来
年
度
以
降
の
事
業
箇
所
の
確
認
や

境
界
巡
検
・
各
種
森
林
調
査
等
の
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
官
行
造
林
地
の
な
か

で
四
団
地
約
二
百
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
平
成

二
十
七
年
度
末
に
契
約
期
間
満
了
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
契
約
完
了
と
な
る
よ
う

本
署
と
も
連
携
し
て
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

お
よ
そ
十
年
振
り
の
現
場
勤
務
を
本
年
四
月

以
降
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
当
初
は
戸
惑
い
も
あ

り
ま
し
た
が
森
林
技
術
員
を
始
め
当
事
務
所
の

職
員
や
多
く
の
方
に
手
助
け
さ
れ
な
が
ら
忙
し

い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地
域

と
の
連
携
に
留
意
し
つ
つ
、
事
務
所
職
員
全
員

が
と
も
に
無
事
故
・
無
災
害
で
今
年
度
を
送
り

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

十
一
月
一
日
付

▽
計
画
課
保
全
部
付
｛
保
全
課
企
画
係
長
｝

 

下
城　

広
道

▽ 

木
曽
森
林
管
理
署
主
任
森
林
整
備
官
（
森
林

ふ
れ
あ
い
担
当
）｛
治
山
課
国
有
林
治
山
係

長
｝ 

久
保　

喬
之

▽ 

計
画
保
全
部
治
山
課
国
有
林
治
山
係
長
｛
森

林
整
備
部
付
｝ 

後
藤　

弘
二

▽ 

計
画
保
全
部
保
全
課
企
画
係
長
｛
東
信
署
主

任
事
務
管
理
官
（
総
務
担
当
）｝

 

山
田　

雅
子

▽ 

東
信
森
林
管
理
署
主
任
事
務
管
理
官
（
総
務

担
当
）｛
木
曽
署
南
木
曽
支
署
主
任
事
務
管

理
官
（
総
務
担
当
）｝ 

佐
藤　

傑

▽ 

木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署
主
任
事
務
管

理
官
（
総
務
担
当
）｛
木
曽
署
主
任
森
林
整

備
官
（
森
林
ふ
れ
あ
い
担
当
）｝

 

山
本　

通
明

◎
木
曽
地
方
温
帯
性
針
葉
樹
保
護
復
元
取
組

 

第
２
回
検
討
委
員
会

　

12
月
３
日　

中
部
局

◎
養
成
研
修
（
森
林
官
養
成
科
）

　

12
月
３
～
12
日　

中
部
局
研
修
所

◎
次
長
等
会
議

　

12
月
12
～
13
日　

中
部
局

人
の
う

ご
き

アライダシ教育林の「サワラとミズナラの共生木」

請負監督する森林官

当事務所所員で安全懇談会の様子
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代
、
春
に
な
る
と
村
総
出
の
田
植
え
を
行
い
、

若
い
乙
女
た
ち
も
駆
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
田
植

え
が
終
わ
る
と
流
水
よ
り
温
か
い
北
竜
湖
で
足

を
洗
っ
た
こ
と
か
ら
早
乙
女
池
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
池
に
は
大
き
な
鯉
が
い
て
一
人
の

早
乙
女
に
恋
を
し
ま
し
た
。
春
が
過
ぎ
る
と
早

乙
女
は
い
な
く
な
り
、
池
を
探
し
て
疲
れ
は
て

た
次
の
春
、
早
乙
女
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
頃
か
ら
恋
愛
成
就
の
湖
と
語

り
継
が
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
北
竜
湖
を

上
空
か
ら
み
る
と
ハ
ー
ト
型
に
な
っ
て
お
り
、

湖
の
東
の
弁
天
島
に
架
か
る
橋
「
早
乙
女
橋
」

は
恋
愛
成
就
の
橋
と
し
て
多
く
の
恋
人
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

◆
小
菅
神
社

　

小
菅
神
社
は
、
白
鳳
年
間
（
六
四
五
～

七
一
〇
）
に
役
行
者
に
よ
り
開
山
さ
れ
、
大
同

元
年
（
八
〇
六
）
に
坂
上
田
村
麻
呂
が
八
所
権

現
本
宮
等
を
整
備
し
た
と
伝
わ
る
古
社
で
す
。

　

当
初
は
、
馬
頭
観
音
の
化
身
と
さ
れ
る
小
菅

権
現
を
主
祭
神
と
称
し
て
熊
野
・
金
峯
山
・
白

山
・
立
山
・
山
王
・
走
湯
・
戸
隠
の
七
神
を

祀
っ
た
こ
と
か
ら
八
所
権
現
と
い
わ
れ
る
修
験

寺
院
元
隆
寺
で
す
。

　

室
町
時
代
の
最
盛
期
に
は
上
の
院
十
六
坊
、

中
の
院
十
院
、
下
の
院
十
一
院
の
総
数
三
十
七

院
が
あ
り
、
戸
隠
、
飯
綱
と
並
ん
で
北
信
州
三

大
修
験
場
と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
大
き
な
影
響

力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
国
時
代
は
上
杉
領

と
な
り
上
杉
氏
か
ら
庇
護
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

永
禄
十
年
の
川
中
島
の
戦
い
で
武
田
勢
に
よ
り

焼
失
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
歴
代

飯
山
藩
主
松
平
氏
に
よ
り
焼
失
し
た
建
物
は
再

建
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
入
り
神
仏
分
離

令
に
よ
り
元
隆
寺
が
廃
寺
さ
れ
小
菅
神
社
と
な

り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

小
菅
神
社
の
奥
社
本
殿
と
宮
殿
は
室
町
時
代

に
建
立
さ
れ
国
指
定
の
重
要
文
化
財
、
奥
社
の

脇
立
・
板
絵
は
県
宝
、
杉
並
木
は
県
天
然
記
念

物
、
そ
の
他
の
多
く
の
像
・
絵
馬
等
が
市
の
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
竜
湖
の
上
部
と
小
菅
神
社
の
周
囲
は
国
有

林
で
す
。
近
年
、
飯
山
市
に
お
い
て
国
有
林
を

含
め
小
菅
一
帯
を
「
重
要
文
化
的
景
観
」
と
し

て
申
請
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
当
署
と
し
て

は
国
有
林
内
の
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
・

マ
ツ
ク
イ
ム
シ
被
害
木
の
処
理
等
に
よ
り
景
観

の
維
持
を
行
い
、「
重
要
文
化
的
景
観
」
指
定

の
一
助
と
な
る
よ
う
施
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

北
信
州
に
お
越
し
の
節
は
神
秘
の
北
竜
湖
、

歴
史
あ
る
小
菅
神
社
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
近
く
に
は
映
画
「
阿
弥
陀
堂
だ
よ
り
」
の

撮
影
場
所
と
な
っ
た
阿
弥
陀
堂
、
祈
願
す
る
と

お
乳
が
出
る
と
伝
わ
る
神
戸
の
イ
チ
ョ
ウ
、
菜

の
花
公
園
な
ど
見
所
の
多
い
北
信
州
で
す
。

◆
北
竜
湖

　

北
竜
湖
は
、
飯
山
市
瑞
穂
に
位
置
し
野
沢
温

泉
村
と
接
し
て
い
ま
す
。
こ
の
湖
は
、
火
山
の

爆
発
で
で
き
た
窪
地
に
水
が
た
ま
っ
た
自
然
湖

で
面
積
二
・四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
湖
で
す
。
江
戸

時
代
は
水
が
あ
ふ
れ
住
民
の
命
を
奪
っ
た
記
録

も
あ
り
ま
す
が
、
明
治
の
初
め
に
堤
防
が
築
か

れ
、
当
時
、「
北
竜
池
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
昭
和
三
十
六
年
に
北
竜
湖
観
光
協
会
の
設

立
に
合
わ
せ
、「
北
竜
湖
」
と
改
名
さ
れ
ま
し

た
。
湖
の
水
は
二
十
四
㌶
の
農
地
を
潤
す
農
業

用
水
と
し
て
現
在
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
北
竜
湖
の
周
辺
は
、
小
菅
部
落
と
呼
ば

れ
、
後
項
に
記
載
し
ま
す
小
菅
神
社
の
宿
坊
と

し
て
修
験
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
室
町
時 ハート型の北竜湖

弁天島から望む北竜湖と妙高山

重要文化財（国指定）小菅神社奥社

スギ並木がすばらしい小菅神社参道


